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序説

この資料はATtiny3217ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU）に基づくAVR®機能安全(Functional Safety)基板のﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手
引きです。基板設計全体とﾊｰﾄﾞｳｪｱ機能部についての詳細を与えます。AVR機能安全基板は以下のような安全で信
頼に足るATtiny3217の周辺機能と安全機能に基づくﾌｧｰﾑｳｪｱを容易に実演して評価するために設計されています。

・ ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ (WDT)

・ 巡回冗長検査 (CRC)

・ 低電圧検出 (BOD)

・ 電圧ﾚﾍﾞﾙ監視器 VLM)

・ 電源ONﾘｾｯﾄ (POR)

・ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀD型 (TCD) 障害検出

・ 等級B自己検査

要点

・ 鼓動信号を作成するための構成設定可能な注文論理回路(CCL:Configurable Custom Logic)と16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ
A型(TCA)を使うｺｱから独立した動作

・ ｺｱから独立した巡回冗長検査ﾒﾓﾘ走査(CRCSCAN:Cyclic Redundancy Check Memory Scan)

・ 送風電動機を駆動するための12ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀD型(TCD)を使うｺｱから独立した動作

・ 事象ｼｽﾃﾑ(EVSYS)、ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)、D/A変換器(DAC)を使うｺｱから独立したTCD障害処理

・ 16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀB型(TCB)と優先割り込みを使い、少ﾋﾟﾝ数で多数のLEDを駆動するためのﾁｬｰﾘｰ多重化(Charli 
eplexing)技法の使い方

・ 窓動作でのｺｱから独立したｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ(WDT)

・ 実時間計数器周期的割り込み(RTC) (PIT)

・ AＴtiny3217への電圧を調整し、電圧ﾚﾍﾞﾙ監視部(VLM:Voltage Level Monitor)割り込み、低電圧検出器(BOD:Bro 
wn-out Detector)、電源ONﾘｾｯﾄ(POR:Power-on Reset)を実演するために周辺機能接触制御器(PTC:Peripheral 
Touch Controller)を使う接触摺動子(Slider)を持つ基板制御器

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の基板上ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG:Mini Embedded Debugger)
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1. 概要

1.1. 構成図

基板上に次の3つのMCUがあります。

・ 目的対象MCU - ATtiny3217:
 - 安全で信頼に足る機能を実演する主MCU

・ 基板制御器 - ATtiny1617:
 - 目的対象MCUの安全で信頼に足る機能を起動するための外部状況を模倣

・ ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ:
 - 安全で信頼に足る機能を実演する主MCU

各種の安全で信頼に足る機能に応じて、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計は以下の機能部に分けることができます。

・ ﾘｾｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀと等級Bの状態

・ 動作電圧

・ ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ

・ 巡回冗長検査

・ 事象ｼｽﾃﾑを使う障害検出

これらの機能部はAVR機能安全基板の表面ではっきりと記されます。より多くの詳細については図1-2.を参照してください。

AVR機能安全基板の構成図は下で見ることができます。

図1-1. AVR®機能安全基板構成図
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1.2. 基板概要

ここはAVR機能安全基板の簡単な概要です。

図1-2. AVR®機能安全基板概要 - 表面

図1-3. AVR®機能安全基板概要 - 裏面

2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ
設計資料と関連ﾘﾝｸは以下のここで入手可能です。

・ AVR機能安全ｳｪﾌﾞｻｲﾄ : 基板情報、最新資料と設計ﾌｧｲﾙ

・ Microchipﾀﾞｲﾚｸﾄ : ｵﾝﾗｲﾝでこの基板を買う場所

・ ATtiny3217ｳｪﾌﾞｻｲﾄ : 目的対象MCU情報、資料と開発ﾂｰﾙなど

・ ATtiny1617ｳｪﾌﾞｻｲﾄ : 基板制御器MCU情報、資料と開発ﾂｰﾙなど

http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atavrfeb-safety
http://www.microchipdirect.com/
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny3217
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATTINY1617


AVR®機能安全 - ハードウェア使用者の手引き

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40002013A - 5頁

3. 即時開始
AVR機能安全基板は5.0V USB電圧によって給電されます。基板上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの機能は同じUSB接続を頼ります。ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについてのより多くの情報については「ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装」を参照してください。

AVR機能安全基板の調査を開始する手順は次のとおりです。

 1. Atmel Studioをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studioを始めてください。

 3. PCと基板のUSBﾎﾟｰﾄ間をUSBｹｰﾌﾞﾙ(標準AをﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛABに)接続してください。

AVR機能安全基板が初めてｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されると、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行します。基板用のﾄﾞﾗｲ
ﾊﾞはAtmel Studioに含まれます。一旦ﾄﾞﾗｲﾊﾞが成功裏にｲﾝｽﾄｰﾙされて基板が正しく給電されると、Atmel StudioによってmEDBGﾂｰ
ﾙとして自動的に検出されて認識されます。

既定ﾌｧｰﾑｳｪｱで基板と使う前に先に基板を校正することが推奨されます。校正手順は図1-3.で示されるように基板の裏側で一覧に
されます。

4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ部
本章ではﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計が詳細に記述されます。この基板には3つのMCUがあり、異なるﾊｰﾄﾞｳｪｱ周辺機能がそれら周辺に組み込ま
れ、故に本章はMCUと周辺機能の接続に従って更に3つの部分に分けられます。

4.1. 目的対象MCU周辺機能

ATtiny3217はAVR機能安全基板の目的対象MCUです。この基板で実演される全ての安全性と信頼性の機能はATtiny3217 MCU
からです。目的対象MCU周りのﾊｰﾄﾞｳｪｱ周辺機能は各種異常状況を起動するように使用者のために設計され、故に安全性と信頼
性の各単位部の反応が容易に観察することができます。

4.1.1. ﾁｬｰﾘｰ多重化されたLED

この基板にはﾁｬｰﾘｰ多重化された19個のLEDがあり、5つの入出力ﾋﾟﾝだけで駆動されます。この基板ではこれらのLEDを駆動する
のにPC0,PC1,PC2,PC3,PC4が使われます。伝統的なLED接続法と比べて、ﾁｬｰﾘｰ多重化はいくつかの入出力ﾋﾟﾝを節約します。理
論的に5つの入出力ﾋﾟﾝは20個までのLEDを駆動することができます。ﾁｬｰﾘｰ多重化についてのより多くの詳細はhttps://en.wikipedi 
a.org/wiki/Charlieplexingで見つけることができます。

下は19個のLEDの名前とそれらの機能です。

表4-1. ﾁｬｰﾘｰ多重化されたLED

LED記述 LED機能LED名称 LED記述 LED機能LED名称

LED1 D2 電源ONﾘｾｯﾄ LED11 D14 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部

LED2 D3 低電圧(BOD)ﾘｾｯﾄ LED12 D11 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部

LED3 D5 外部ﾘｾｯﾄ LED13 D20 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部

LED4 D6 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄ LED14 D17 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部

LED5 D9 ｿﾌﾄｳｪｱ ﾘｾｯﾄ LED15 D12 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ解消

LED6 D10 UPDIﾘｾｯﾄ LED16 D13 CRCSCAN誤り

LED7 D15 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部 LED17 D18 TCD障害検出

LED8 D16 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部 LED18 D19 等級B失敗

LED9 D7 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部 LED19 D21 等級B OK

LED10 D8 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ表示部

http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
https://en.wikipedia.org/wiki/Charlieplexing
https://en.wikipedia.org/wiki/Charlieplexing
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ﾁｬｰﾘｰ多重化されたLEDの回路図が下で示されます。

図4-1. LEDのﾁｬｰﾘｰ多重化

ﾁｬｰﾘｰ多重化されたLED

PC0_CHARLIEPLEX_0

PC1_CHARLIEPLEX_1

PC2_CHARLIEPLEX_2

PC3_CHARLIEPLEX_3

PC4_CHARLIEPLEX_4

TP9

TP10

TP12

TP15

TP16

1
2

D11
KPTR-3216CGCK

1
2

D16
KPTR-3216SURCK

1
2

D2
KPTR-3216SYCK

1
2

D3
KPTR-3216SYCK

1
2

D5
KPTR-3216SYCK

1
2

D6
KPTR-3216SYCK

1
2

D9
KPTR-3216SYCK

1
2

D10
KPTR-3216SYCK

Y Y Y Y Y Y R GY R RR R R R G G G G

1
2

D15
KPTR-3216SURCK

1
2

D8
KPTR-3216SURCK

1
2

D7
KPTR-3216SURCK

1
2

D14
KPTR-3216CGCK

1
2 D17

KPTR-3216CGCK

1
2

D20
KPTR-3216CGCK

1
2

D12
KPTR-3216SYCK

1
2

D13
KPTR-3216SURCK

1
2

D19
KPTR-3216SURCK

1
2

D18
KPTR-3216SURCK

1
2

D21
KPTR-3216CGCK

100R

R11

100R

R12

100R

R17

100R

R13

100R

R10

Y=黄  R=赤  G=緑

TP68

TP71

TP72

TP69

TP73

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

LED1 LED2

LED3 LED4

LED5 LED6

LED7 LED8

LED9 LED10

LED11 LED12

LED13 LED14

LED15 LED16

LED17 LED18
LED19

LED1～6 = ﾘｾｯﾄ発生
LED7～14 = WDT
LED15 = WDTﾘｾｯﾄ
LED16 = CRC誤り
LED17 = 障害
LED18 = 等級B失敗
LED19 = 等級B OK

4.1.2. 鼓動LED

この基板には鼓動様式を模倣するLEDがあります。これは鼓動様式がCPUの介在なしにﾀｲ
ﾏ/ｶｳﾝﾀと構成設定可能な注文論理回路(CCL:Confuigurable Custom Logic)で容易に生成
されるように、CCL出力ﾋﾟﾝに接続されます。このLEDは接続された入出力ﾋﾟﾝがLowの時に
ONです。

表4-2. 鼓動LED

ATtiny3217ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PB4 鼓動LED D4 代替ﾋﾟﾝでのLUT0-OUT

図4-2. 鼓動LED
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4.1.3. 釦

この基板には3つの機械的な釦があります。それらは目的対
象MCUの各種活動を起動するのに使われます。それらの機
能が右で一覧にされます。

釦はLow活性で実装されます。釦が押されると、接続された
入出力ﾋﾟﾝでLowﾚﾍﾞﾙが検出されます。

これらの接続が次に示されます。

表4-3. 釦

ATtiny3217ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PB5 SW1 ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ(WDT)解消

PB6 SW2 送風器の開始/停止

PB7 SW3 ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾋﾞｯﾄ変更
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図4-3. 釦
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4.1.4. 送風器

この基板に小さなDC送風器が取り付けられています。これは入出力ﾋﾟﾝ制御経由のMOSFETによって駆動されます。送風器の電動
機電流はMCP6002演算増幅器によって増幅され、AT3217ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)入力に帰還されます。電流が安全値を超える(例えば、
送風器の電動機がそこで指を置かれることによって停止を強制される)場合、送風器制御信号はﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀD型(TCD)の障害制御機
能によって直ちに停止されます。各種入力動作形態に従って、障害検出はCPUの介在なしにTCD出力を予め定義された状態にし
ます。

送風器制御ﾋﾟﾝと電流検出ﾋﾟﾝ接続の詳細と共に右の表を見
てください。

下は送風器制御回路図です。

表4-4. 送風器制御

ATtiny3217ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PA4 送風器MOSFET制御 TCD0のWOA

PA7 送風器電流検出 AC0正入力

図4-4. 送風器

目的対象に制御される送風器

4.2. 基板制御器周辺機能

基板制御器の目的は目的対象MCUの安全性と信頼性の各種機能を起動するための各種外部状況を模倣することです。これらはこ
れを容易にするために基板制御器周りに構築されたいくつかのﾊｰﾄﾞｳｪｱ部です。この基板では基板制御器としてATtiny1617が使わ
れます。

4.2.1. 可変目的対象電圧

目的対象MCUのVCCを生成するために簡単な可変電圧回
路が設計されています。理想的にはMOSFETのON抵抗が0
Ωと見做される場合に0～5V間変わります。基板制御器の
ATtiny1617はこの可変で何津のON/OFFと出力水準を制御
します。ﾋﾟﾝ機能が右で一覧にされます。

制御された可変電圧回路が次に示されます。

表4-5. 可変目的対象電圧

ATtiny1617ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PA6 可変電圧水準制御 DAC出力

PA7 電圧ON/OFF制御 I/O出力
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図4-5. 可変目的対象電圧
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4.2.2. 接触摺動子

接触摺動子は使用者入力を容易にするためにこの基板に実装されていますこれはATtiny1617の周辺機能接触制御器(PTC:Periph 
eral Touch Controller)単位部に基づきます。この基板では4つの自己容量性感知部(Y線)で接触摺動子が実装されます。PTC接触
の使い方についての更なる情報に関してはQTouch®構成単
位化ﾗｲﾌﾞﾗﾘ使用者の手引きと接触用語の用語集を参照し
てください。既定ﾌｧｰﾑｳｪｱでこの摺動子は「可変目的対象
電圧」の出力電圧を制御するのに使われます。

接触摺動子の接続が右で示されます。

表4-6. 接触摺動子

ATtiny1617ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PC0 接触摺動子感知部1 PTC Y6

PC1 接触摺動子感知部2 PTC Y7

PC2 接触摺動子感知部3 PTC Y8

PC3 接触摺動子感知部4 PTC Y9図4-6. 接触摺動子
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図4-7. 接触摺動子PCB配置様式

4.2.3. 状態LED

「可変目的対象電圧」で記述される目的対象MCU電圧を表示するために基板
制御器によって4つのLEDが制御されます。4つの目的対象MCU電圧の区分が
あります。これらのLEDはLow活性に設計されています。

回路図は右で示されます。

表4-7. 状態LED

ATtiny1617ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PB2 D22 標準電圧

PB3 D23 BODﾚﾍﾞﾙの15%上

PB4 D24 BODﾚﾍﾞﾙ以下

PB5 D25 PORﾚﾍﾞﾙ以下

図4-8. 状態LED
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http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/QTouch%20Modular%20Library%2040001986A.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/QTouch%20Modular%20Library%2040001986A.pdf
http://microchipdeveloper.com/touch:glossary-of-touch-terms
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4.2.4. ﾚﾍﾞﾙ移換器

目的対象MCUの電圧が基板制御器によって制御され
るため、それらの間の電圧が異なるかもしれません。ﾚ
ﾍﾞﾙ移換器はそれらが異なる電圧下で動く時に互いに
通信することができるのを保証するために使われます。
UPDIﾋﾟﾝとmEDBG USARTﾋﾟﾝはﾚﾍﾞﾙ移換器経由でも
接続され、従って目的対象MCUはどの動作電圧下で
もﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをすることができます。右のﾋﾟﾝが
ﾚﾍﾞﾙ移換器経由で接続されます。

より多くの詳細については右表を参照してください。

表4-8. ﾚﾍﾞﾙ移換器経由ﾋﾟﾝ接続

ATtiny1617ﾋﾟﾝ mEDBGﾋﾟﾝATtiny3217ﾋﾟﾝ ﾋﾟﾝ機能

PB0 PB0 - I2C SCL

PB1 PB1 - I2C SDA

PB6 PA6 - 目的対象BOD表示器

PB7 PA2 - 目的対象VLM表示器

- PB2 PD2 UART Tx

- PB3 PD3 UART Rx

- PA0 PE6 mEDBG UPDI

図4-9. ﾚﾍﾞﾙ移換器接続
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4.2.5. 予約済みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

SPIとI2Cのﾋﾟﾝは2つの未実装ﾍｯﾀﾞでも予約されます。使用者はそのような機能が必要な場合にそれらを便利に使うことができます。

表4-9. 予約済みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ATtiny1617ﾋﾟﾝ 注釈ﾋﾟﾝ機能

PA1 SPI MOSI

PA2 SPI MISO 基板制御器
SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽPA3 SPI SCK

PA4 SPI SS

PB0 I2C SCL 基板制御器
I2CｲﾝﾀｰﾌｪｰｽPB1 I2C SDA

図4-10. 予約済みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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4.3. ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

AVR機能安全基板では目的対象MCUをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの容易な方法としてﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG:Mini Embedded Deb 
ugger)が使われます。これはﾎｽﾄPCと直列通信するための仮想COMﾎﾟｰﾄが特徴です。Atmel StudioはmEDBGに対して前処理部と
して使うことができます。

4.3.1. ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

AVR機能安全基板は基板上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用のﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG)を含みます。mEDBGはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと仮想COMﾎﾟｰﾄの2つのｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ複合USB装置です。

Atmel Studioと共にmEDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはATtiny3217をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。AVR機能安全基板ではmEDBGと
ATtiny3217間にUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが接続されます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATtiny3217上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供します。これ
は可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄの設定を提供します。

注: ATtiny3217上の設定は端末ｿﾌﾄｳｪｱで与えられる設定と一致しなければなりません。

情報: mEDBGの仮想COMﾎﾟｰﾄはATtiny3217に接続されＴUARTﾋﾟﾝを許可するためにﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data Terminal 
Ready)信号を設定するような端末ｿﾌﾄｳｪｱが必要です。DTR信号が許可されなければ、mEDBGのUARTﾋﾟﾝはCOMﾎﾟｰ
ﾄを使用不可にするHi-Z(ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ)を維持されます。DTR信号はいくつかの端末ｿﾌﾄｳｪｱによって自動的に設定されま
すが、目的対象端末に於いて手動で許可されなければならないかもしれません。

mEDBGはAVR機能安全基板上の1つの状態LEDを制御します。右表は各種
動作形態でLEDがどう制御されるかを示します。

表4-10. mEDBG LED制御

動作形態 状態LED

電力投入 LEDが短く点灯

通常動作 LEDは不点灯

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 活動表示器 : LEDはmEDBGで
のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に点滅

4.3.2. UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

統一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI:Unified Program an 
d Debug Interface)は目的対象との通信に1つのﾋﾟﾝを使いま
す。mEDBGとMCU間の実際のUPDI線の接続は「UPDI選
択」によって決められます。

表4-11. UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ATtiny3217 機能ATtiny1617

PA0 (既定設定) PA0 UPDI/RESET

4.3.2.1. UPDI選択

この基板では目的対象MCUのATtiny3217と基板制御器のATtiny1617の両方が同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI)を使いま
す。これは基板上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸ用ﾁｯﾌﾟのmEDBGによって支援されます。UPDI線をこれら2つのMCUに切り替えるのにUPDI
選択回路が使われます。既定により、mEDBG UPDIｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽはATtiny3217に接続されます。ATtiny1617のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行うには使用者によってﾊｰﾄﾞｳｪｱが変更され
なければなりません。

表4-12. UPDI選択

UPDI線目標 注釈ﾊｰﾄﾞｳｪｱ接続

ATtiny3217 TP29とTP30回路開放 既定

ATtiny1617 TP29とTP30回路短絡 使用者による変更
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図4-11. UPDI選択
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4.3.3. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

ﾐﾆ組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG)はATtiny3217のUARTﾋﾟﾝを使うことに
よって仮想COMﾎﾟｰﾄ交換器として働きます。目的対象MCUがmED 
BGと違う電圧で動くかもしれないため、ﾋﾟﾝは「ﾚﾍﾞﾙ移換器」経由で
接続されます。

表4-13. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

ATtiny3217ﾋﾟﾝ mEDBGﾋﾟﾝ機能ﾋﾟﾝ機能

PB2 UART Tx mEDBG CDC Rx

PB3 UART Rx mEDBG CDC Tx

5. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

DS40002013A 2018年2月 初版資料公開
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのAVR®機能安全 - ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き(DS40002013A-2018年2月)の翻訳日本語版です。日
本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部
分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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